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19世紀スマ トラ中 ･南部における河川交易

東南アジアの貿易構造に関する一視角

大 木 昌*

A preliminarySurveyoftheRiverTradeinCentral

andSouthSumatrainthe19thCentury:A Viewpoint

oftheTradeStructureofSoutheastASia

Akira OKI*

TheMalacca Strait丘gured asan entrep6t

fortheinternational tradeofSoutheastAsiaup
untilrecent times because its location was

suitablefわrtheEasトWesttradecoverlngEurope

andtheArabandlndianworldsoふonehand,
and China and Japan on the other.Since

tradewasasignificanteconomicbasisforpolit-

icalpower)ithasbeenoneofthemajorthemes

in the history orSoutheastAsia. Historians

havs traditionally studied the international

tradearound theMalaccaStraitfbcuslng On

the sea route and overseastrade. However,
thisapproach isnotsu氏cienttofullyunder-

stand thestructureortheinternationaltrade,
particularlywhenweconsidersuchproblemsas

how commoditieswerebroughttointernational

ports,or how i-Ported com-odities were
distributed.from theseports. Thesequestions

areespeciallyImportantforCentralandSouth

Sumatrawhereexportgoodsweremainlypro-

問 題 の 所 在

東南アジア地域が古くから東西貿易網を通

じて外界との接触を維持していたことはよく

*名古屋商科大学商学部 ;Departmentor Com･
merce,NagoyaUniversltyOfCommerce
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duced inland and imported goodswere also
consumedinland.

Thispaperatte-ptsto describe the trade

structureinCentralandSouthSumatra,paylng

attentiontoriversastraderoutes,whichsofar

have been studied very little. These rivers

includetheSiak,Kampar,Kuantan-Indraglrl,
BatangHari,andMu5i,allorwhichriseinthe
Barisan mountain range (stretching north to

south paralleltothewestcoastorSumatra),
andemptyintotheeastcoastsea. Becausethey

arenavigablebyboats(perahu)almostup to

theirsources,they have been used astrade

routessince ancienttimes. Thispapercovers

the historicalbackground,the navlgation or

boats,trade,andtradestructtlreOrtheseriver

routes･ Theauthorhopesthatthisstudy or

rivertradewillbroadenthescopeoftheeco-

nomicandpoliticalhistoryorSoutheastAsia.

知られている｡この国際貿易は,例えばスマ ト

ラ東海岸 の南部に栄えたスリビジャヤ (Sri-

vijaya)王国 (6世紀後半-14世紀後半)に代

表されるように,それを独占ないしコントロ

ールした者に膨大な富と強大な権力とをもた

らした｡東南アジア地域,とりわけマラッカ
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海峡周辺地域の諸国家は,この貿易利益をめ

ぐってしばしば覇を競ってきた｡ かかる事情

故に,東西貿易は東南アジアの商業史や経済

史にとってだけでな く,この地域の歴史一般

にとっても重要なテーマとなってきたのであ

る｡貿易を東南アジアの歴史 に関連 づけて

包括 的 に考察 した代表的研究 として Leur

[1955]や Wolters[1970;1974]を挙げるこ

とができる｡

従来の東南アジアにおける貿易の研究は,

そのルー トに関していえば,通路としての海

と,窓口としての海に面 した港にその対象を

限定 してしまってきたように思われる｡ 海上

貿易を考える場合,海と海に面した港が重要

な舞台であることはいまさら説明を要しない

が,筆者は以下の理由により河川交易ルー ト

の解明が海上貿易を理解するためにも極めて

重要であると考える｡ というのは,スマ トラ

の森林産物,ジャワの米,タイの木材,米な

どは内陸で生産ないし採取され,それ らはし

ばしば河川交通を利用して港まで運ばれたか

らである｡ また外部から輸入された商品も同

様に内陸-運ばれた｡ このように考えると,

貿易ルー トは海と港だけでな く,河川および

河川と結びついた陸路をも含めた多数の商業

ルー トのネット･ワークとして把える必要が

あるのではないだろうか｡これが本稿におけ

る筆者の問題提起である｡

東南アジア諸地域の歴史において河川が古

来物や文化の交流に重要な役割を演じていた

ことはい くつかの事例によって示すことがで

きる｡ 例えば,前出したウォルタースは,南

部スマ トラのムシ川上流地域 (コリンチ,メ

セマ,ラナウ)で発見された古代金属文化の

諸製品が,西暦紀元前に紅河デルタで発達し

た トンキンの金属文化か ら生み出された諸製

品に酷似していることから,スマ トラ南部の

内陸地域 は相当古い時代からインドゥラギ

リ,バタン ･- リ,ムシ川を通じて外部世界

との交易をしていたのであろうと述べている

[Wolters1974:60-61]｡ また, ジャワ島 に

おいても,中部ジャワのウォノギ リ地方で発

見された釈迦暦825年 (西暦903年)の日付を

もつ 碑文は, 古マタラム王朝時代 この地方

は,ジャワ海に注 ぐソロ川の河川貿易ルー ト

における一つの内陸商業中心地であったこと

を示 している[Stutterheim 1934:269-295]｡

河川ルー トが重要であったのは東南アジア

島峡部だけではない｡いわゆる大陸部東南ア

ジアにおいて も事情は同じであった｡例えば

タイのチャオプラヤ川下流の河港都市アユタ

ヤは既に13世紀には,内陸諸地域と外部世界

とを結ぶ国際貿易港として機能 していたので

ある [Viraphol1977:24-25]｡河 川は, 追

路網が整備され,陸上運輸が動力化されるよ

うになるまでは重要な運輸 ･交通手段であっ

た｡もし,貿易ルー トの概念を上に述べたよ

うに海と港だけでな く河Jtlをも含めて考える

ならば,東南アジアの多 くの部分は直接 ･間

接に海外貿易の網の目に組み込まれた ｢海域

世界｣とみなすことができるのではないだろ

うか｡1)

本稿は,東南アジアにおける貿易構造全体

を念頭に置きつつ,帝接的にはマラッカ海峡

周辺の海上貿易と関連したスマ トラ中 ･南部

の5河川 (シアク川,カンパ ル川,クアンタ

ンーインドゥラギ リ川,ノヾタン ･ハ リ川,ム

シJH)の貿易ルー トとその商業構造を上記の

観点から19世紀を中心に解明することを主要

な目的とする｡ 対象期間を19世紀に限定 した

のは,これ らの河川貿易ルー トに関する同時

代資料が19世糸己以前については得 られなかっ

1) ｢海域世界｣という言葉は,京都大学東南ア
ジア研究センター主催の ｢東南アジア海域世
界｣という研究プロジェクト名から借用 した

ものである｡
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(注)参照文献については本稿Ⅱを参照のこと｡

図1 スマトラ中･南部5河川の遡航限界

たこと,2) 20世紀以降 にはこの地域の交通 ･

運輸事情が変化して河川ルー トの重要性が相

対的に弱まり,それにつれて資料も得にくい

ためである｡本稿が依拠した資料の大部分は

オランダ人によって書かれたものであるが,

オランダ人がスマ トラ島中 ･南部の内陸に足

を踏み入れたのはようやく19世紀後半のこと

であった｡ しかし19世紀後半においても河川

2)17世紀以降のオランダ東インド会社関係の膨
大な資料から河口都市の状況についてある程
度分かるが,内陸の河川ルートについてはほ
とんど分からない｡
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ルー トを直接の対象とし

た記述はなく,本稿は旅

行記の類いにみられる断

片的な情報から河川ルー

トの全体像を描き出すと

いう手続きをとらざるを

得なかったことを予めこ

とわっておく｡

Ⅰ スマ トラ中 ･南

部の河川ルー ト

と西スマ トラ

個々の河川ルー トに関

する詳細な説明はのちに

行うので,ここでは河川

ルー トの概要と歴史的背

景だけを述べることにし

よう｡ 図 1にみられるよ

うに,本稿が対象とする

5河川はいずれもスマ ト

ラ島の西海岸寄りを南北

に走るバ リサン山脈に源

を発 し,スマ トラ東海

岸に注いでいる｡ このた

め,流域諸地方は全体と

してマラッカ海峡との貿

易を指向してきた｡これ

ら5河川の分水嶺が著しく西海岸寄りにある

ため,いわゆる河川の流域諸地方が,バ リサ

ン山脈の高地地方を含むスマ トラ島中 ･南部

のほぼ全域を覆っていることに注意すべきで

ある｡

図 1には筆者が確認し得た限りでの,19世

紀に実際舟を使用した交易が行われていた上

流の限界点が ･印で示されている｡ この図か

ら,スマ トラ島中 ･南部における河川交通は

一般に考えられているよりもはるかに上流に

まで達していたことが分かる｡流 域 の産 物
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(注)ここに記した陸路と内陸中継地 (･印)

図 2 河 川 ル ー ト と

は,あたかも無数の支流に集まった水が大河

を形成するように河川に集まり,種々のタイ
プラヴ

プの舟 (後述参照)に積み込まれて海外へ輸

出され,海外の輸入商品も同様にして内陸-

運ばれたのである｡この際,河川ルー トには

多 くの陸路が網の目のように結びつけられて

いたことはいうまでもない｡河川と陸路とが

いかに結びついていたかを概念図として示し

たものが図 2である｡ この図に関連して注目

すべき次の 3点を指摘しておこう｡第 1点は,

これら5河川がそれぞれ全 く独立した商業ル

ー トとして機能していたのではなく,陸路に

よって相互に連絡していたことであるO例え

ばシアク川ルー トとカンパル ･カナン(Kam-

parKanan)川ルー トの場合のように隣接す

る河川ルー トは住民にとって 代 替 的 であっ

た｡ 第 2点は,スマ トラ中 ･南部には河川と

河川とを結ぶ陸路が発達していたにもかかわ

らず,バ リサン山脈から東海岸に至る東西の

□ padang Highlands
匪 詔 :;誌 ;三三｡票 d:,haet,

∈ ヨ O.ufttyh!n岩ぷ 霊 芸ss

R⊥ver

-I-IFootpath●flaコOr Commercial
Centre●工nland Transit
Post

Places

l･Batu Gaョa
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5.Lubuk Iambi

は主要なものだけである｡詳しくは本稿Ⅱを参照｡

主 要 陸 路 網 の 概 念 図

陸路が 1本もなかったことである｡これは,

この地域が熱帯の密林に覆われ,事実上陸上

交通が不可能であったことを示している｡ 換

言すれば,スマ トラ中 ･南部のバ リサン山脈

の東側においては河川だけが唯一の交通路で

あったという事実を物語っている｡

第 3点は,ムシ川を除 く他の4河川の商業

ルー ト (河川と連結した陸路も含む)が, ミ
ダ ラ ツ ト

ナンカバウ人の本拠地,パダン高地 (Padang

Highlands)を一方の主要な 交易相手 として

いたことである｡ これはスマ トラ中 ･南部の

河川貿易を考えるうえで極めて重要な点であ

るので,以下にやや詳しく説明しよう｡バ リ

サン山脈から東海岸に至る地域は面積 も広大

でスマ トラの森林産物 の 生産地 でもあった

が,人口は著しく稀薄であった｡ これに対し

てパダン高地 (現在の西スマ トラ州 の 中核

部)は, トバ湖周辺と並んでスマ トラ全島の

うち最も肥沃で,農業の生産性が高 く,また
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人口桐密地域であった｡しかも19世紀のパダ

ン高地は商業圏としてはパダン低地と一体化

していたので,低地と高地を含めた西スマ ト

ラ地方の人口は,本稿の対象とする5河川流

域のスマ トラ中 ･南部総人口の約40%を占め

ていたのである｡3)即ち,西スマ トラ地域は

生産地としても消費地としてもスマ トラ中 ･

南部における最も重要な地域であった｡この

ため,本稿の主題である19世紀スマ トラ中 ･

南部の河川貿易全体が西スマ トラの商業動向

に大きく左右されてきた｡ 以上の理由によっ

て,この地域の河川交易を検討するにあたっ

て,西スマ トラの貿易動向との関連において

河川交易の歴史的位置づげをしておく必要が

ある｡ 以下にこれを,18世紀末以降を中心に

素描しよう｡

17世紀以前における西スマ トラの交易に関

する詳細は分からないが,高地から西海岸に

至る陸路の未整備 (後述参照),それによる交

通の困難さから考えて,高地地方は西海岸よ

りも河川を通じて東海岸地方 と一層緊密な

交易をしていたものと思われる (C.f.Leur
[1955:174])017世紀初頭にオランダ人が西

海岸諸港での貿易を開始すると,それまで河

川経由で東海岸方面-輸出されていた金,米,

その他の輸出品の一部は低地に運ばれるよう

になったが,4)高地地方の貿易の大部分は依

然として東海岸との問で行われた｡1780年の

3)19世紀におけるスマトラ東海岸地域の人口統
計は分からないが,1917年の統計によれば,
この地域の人口,人口密度は以下のごとくで
あった｡

Source:Stibbegfd.[1921:200]
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あるオランダ人の報告によれば,当時パダン

高地の商人はほとんど河川を通じて東海岸諸

地域と取り引きしていた [Netscller,E.1881

:36,39]｡

西スマ トラと東海岸地方との貿易は1786年

のペナン開港によって一層盛んになり,それ

に伴って両地域を結ぶ河川ルー トの重要性も

増した｡5) オランダ人は西海岸地方で高率の

輸 出入税を課していたため, ミナンカバウ

商人は以前からこれに不満を抱いていたが

[Nahuys 1827:84],ペナンの開港は彼らに

自由な貿易機会をもたらした｡高地のアガム

地方その他では,ペナンの開港以後,河川ルー

トを通じて輸入したインド産の原綿を使った

綿織物業が著しく拡大した [Dobbin 1977:

18-19]｡18世紀末から19世紀初頭にかけては,

ペナン開港による貿易の拡大のほかに,西ス

マ トラの農業に重大な変化が生じた｡ それは

パダン高地にコーヒーとガンビアの栽培が広

まったことである｡ この二つの輸出商品の出

現は,東海岸への河川貿易をさらに刺激する

ことになった｡次にこれを説明しよう｡

西スマ トラの最も重要な輸出作物は,18世

紀末まで低地地方 で生産された朝敵 であっ

た｡ 胡板栽培は多大な労力と時間を要するう

え,この地域の住民は安い価格でオランダ東

インド会社に引き渡さねはならなかった｡ こ

うして住民は胡棟栽培を徐々に止 めて しま

い,1748年に胡棟価格が上昇した時でさえ東

インド会社に引き渡された量はほとんど無視

し得るほどであった[Stuers 1849:19-20]｡

一方,オランダ人は,価格が上昇しつつあった

コーヒー栽培に注目し,18世紀末から低地の

4)特にラオ (Rao,高地北東部)およびスンガイ
･バグ (Sungaipagu)の金,その他の地域の
安息香など [大木 1973:76-83]｡
5)ペナン開港によってパダン高地から西海岸諸
港へ降りてくる商人の数は激減したが,これは
ペナンから輸入(特に綿製品)した方が安かっ
たからであった[Netscher,E.1881:48-49]O
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住民にコーヒー栽培を行わせたために [Gra-

ves 1971:192;Kielstra 1887:21-22],19

世紀初頭までに西スマ トラにおける胡板栽培

はほとんど壊滅してしまった [Stuers 1850:

177㌧178]｡これに対してコーヒー栽培は気候

条件の面で低地よりはるかに適していた高地

地方で急速に広まった｡ この主要園はフラン

ス領カリビアン (CaribianorSt.Dominique

Islands) のコーヒー栽培 が 衰退 したことで

あった｡ カリビアンは18世紀末には世界のコ

ーヒー市場における全量の2/3を出荷 していた

が,1791年にここで奴隷反乱が起こり,コー

ヒー園が破壊されてしまった. これはコーヒ

ーの国際価格の高騰を招き,スマ トラその他

の地域 のコーヒー栽培を刺激 した｡ オラン

ダ,イギ リスに加えて独立間もないアメリカ

が西スマ トラ ･コーヒーの買い手として18世

紀末より新たに登場するに及び,コーヒー生

産は一層刺激された｡1819年にシンガポール

が開港 して以降には大量の西スマ トラ ･コー

ヒーが河川ルー トを経てシンガポール-輸出

されるようになったのである [Dobbin 1977

:23-24]｡

ガンビア栽培に関する詳細な歴史は分から

ないが,西スマ トラでは18世紀末に高地東部

(特にリマ ･プル ･コタ LimaPuluKota)で

栽培が始まったようである｡ ガンビアもペナ

ン開港以後高地東部の最 も重要な輸出品とし

て,シアク川経由で輸出されるようになった

libid.:19-21].6)

パ ドリ戦争 (1803-1837｡イスラム改革運動

として始められたが,1819年以降,反オランダ

戦争ともなった)による混乱はオランダ人の

いる西海岸ではな く,河川を経由した東海岸

6)ガンビアの用途は医薬品,染料,皮なめし材,

噂好品であった [VethL2:331]｡18世紀末
のスマトラにおけるガンビア栽培については
Marsden[1975:160]を,それ以降の時期に

ついては Zeilstra[1949:609-613],Lekker･
kerker[1916:236]を参照｡

方面との貿易を一層推進させた｡ オランダ人

は高地のコーヒーを手に入れるため,1824年

から高地の征服した地区に ｢オランダ商業会

社｣(NederlandschHandelsMaatschappij)

の倉庫を設けてい くと同時に,塩その他の商

品を高地地方に売っていった [Gra､,es 1971

:198]｡しかしオランダ人のもたらす塩 (オ

ランダ政庁の専売)やその他の商品は運賃を

含めても,オランダ支配から独立していた東

海岸諸港から河川ルー トを経て運ばれた商品

より高かったので, ミナンカバウ商人は主と

して河川ルー トを使用 していた [Kielstra

1889:235-248;Lange 1852:353]｡

1833年にパダンを訪れたファン ･デン ･ボ

ッシュ (VandenBosch)は,高地からパダ

ンへは細々とした小径を通って人々の頑や肩

に乗せ られて,ごく少量の生産物が運ばれて

いたに過ぎない現実に直面した｡ 高地地方の

豊かな産物と大きな市場をパダンと直結させ

るために,彼は現地のオランダ人行政官に,低

地と高地とを結ぶ道路網を整備し,東海岸-

の河川ルー トに通ずる陸路の要所に要塞を設

けて河川貿易を監視するよう指示した｡7) こ

の指示に従って,パダンと高地-の入口にあ

たるパダン ･パンジャンとを結ぶ道が住民の

多大な負担 によって間もな く完成 された｡8)

河川ルー トの監視は,1837年にパ ドリ派を征

服して以降徐々に強められていった｡9) この

監視はオランダが東海岸諸港を掌握 した19世

紀末まで続いた｡

7)ファン･デン･ボッシュのインストラクション
の全文は Anonymous[1867:408-412],Stuers
l1849:135-149],Kielstral1889:230-249]
にみられる｡

8)パダンからアネイ峠を越えるこの道は標高差
が630メートルもある難工事で,住民の多大な

犠牲によって完成した[Graves1971:199-200
;Lekkerkerker1916:26-27].

9)例えば19世紀中葉に政庁はパダン高地からス

マトラ東海岸地方への米の輸出を禁止してし

まった [Schrieke1928:94-95]｡
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パダン-パダン ･パンジャン間の道路建設

と河Jtレレー トの監視は低地と高地との交通を

以前よりも頻繁にさせ,その分だけ河川ルー

トの重要性を相対的に低下させた｡ この傾向

は19世紀中葉から末にかけて,主として次の

二つの新しい事態によってさらに強 め られ

たO一つは1847年に西スマ トラ州-導入され

たコーヒーの ｢強制栽培制度｣であった｡こ

の制度のもとで住民は生産された全てのコー

ヒーを,市場価格より安い固定価格で政庁に

引き渡さねばならなかった｡酉スマ トラ各地

に倉庫が建てられ,コーヒーは厳格な監視の

もとでパダン-運ばれるようになったのであ

る｡ この新 しい制度の導入によって,河川経

由のシンガポールその他-の輸出は激減した

と思われるが,それでも高い価格を求めて密

輸は続いていた｡ 例えば1861年には政庁-引

き渡されたコーヒーが124,000ピクル (1ピク

ル-61.7キログラム)であったのに対 して,

｢カンパル ･コーヒー｣の名で 10,000ピクル

の西スマ トラ ･コーヒーがシンガポール-輸

出された [Lulors 1904:1642-1643]｡二 つ

は,パダン高地における交通網の飛躍的な発

展である. コーヒーの ｢強制栽培制度｣は,

多量のコーヒーを運ぶための道路建設を推進

した｡ さらに,1872年パダン高地南東部オン

ビリン (Ombilin)で石炭が発見され,この石

炭をパダンまで運ぶ鉄道建設が間もなく始め

られた｡1891年以降には高地の各地域に鉄道

網が伸びて,西スマ トラ全体の物資が西海岸

の州都パダン-集まるようになった [Joustra

1923:65-66]｡ この際,鉄道に沿って道路が

新設ないしは拡充整備されたことも見逃せな

い｡10) さらに海上輸送の面では,1850年以降

バタビア (現ジャカルタ)とパダン港とを結

ぶ蒸気船の運航が始まり [Stibbectal.1921

10)Bosse[1885:33-35]によれば鉄道,道路網の
整備は酉スマトラ内の輸送コストを半減させ
た｡
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:115],西スマ トラ全体の運輸体系は西海岸

のパダン-傾斜するようになった｡

上記の西スマ トラにおける運輸体系の変化

は西スマ トラから東スマ トラへの商品流通を

減少させたが,これによって河川ルー トがそ

の重要性を一挙に失ってしまったわけではな

い｡ 河川流域の東スマ トラ地域においてほ河

川が依然として唯一の交易路であった｡さら

に,19世紀後半にはガンビア,藤,樹脂,胡

板などの熱帯産物に対するヨーロッパからの

需要増加に対応して,河川流域の森林産物の

採取と河川交通 は一層活発 になったのであ

る｡

ⅠⅠ 河川ルー トの概要

既に述べたように,河川ルー トは河川だけ

でなく,河川と連絡した陸路をも含む交通網

であった｡河川ルー トと河川交易の実態を詳

述する前に,陸路と舟について若干説明して

おこう｡ 陸路には,牛車や馬車が通行できる

道と,人や馬だけが通行できる小径とがあっ

た｡ 一般に,大きな集荷地の周辺あるいは近

距離の輸送には荷車が使えたが,長距離の輸

送に荷車を使用することはなかったようであ

る｡ これは,スマ トラ中 ･南部の内陸に,荷

車の通行可能な道路網を整備するほど巨大な

権力がかつて 存在 しなかったこと, 起伏 を

伴った密林地帯を牛車や馬車で荷物を運ぶこ

とは事実上極めて 困難であったためであろ

う｡いずれにせよ,この地域において陸路で

一皮に多量の荷物を長距離輸送することは不

可能であったといって過言ではない｡ 馬の背

で運ぶ場合, 1ピクルが限度であった｡また

人が担いで運ぶ荷物の量は,当人自身が使用

する衣類,食器類,食糧,時には夜営用具を

除いて25キログラムが限度であった｡運搬人

が 1日に歩 く時間 は4時間 か ら最 も長 くて

10時間,平均 6時間で,距離 は平均30キロ
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メー トル ほどであった｡なお距離は, トン

ガ (tongaortonggak･ 1トンガは約1,500

メー トル)を単位として計 られた [Ijzerman

elal.1895:10;Veth I-2:260;Ill-I-1:

367]｡

陸路が上に述べたような困難を伴うため,

一度に大量の荷物を運ぶ際には舟と河川に依

存せざるを得なかった｡インドネシア諸地域

で使用される土着の小舟はプラウ (perahu)

と総称されるが,プラウにも形態や大小の異

なる種々のタイプがあった｡ここではとりあ

えず到 り舟 (sampankulit)と竜骨を有する

舟との区別だけをしておこう｡到 り舟は上流

のごく近距離輸送や人間の交通手段として用

いられ,ll)大量の荷物を遠 くまで運ぶには竜

骨つきの舟を用いなければならなかった｡な

お,竜骨つきの舟にも地域によって種々の呼

称,大きさ,形態があったことはいうまでも

ないが,ここでそれらを体系的に述べること

はせず ,12)以下の記述で必要に応じて説明し

ようと思う｡

河川を舟で航行することには常に転覆や

岩-の激突などの危険がつきまとっていた｡

舟頭や漕ぎ手は途中の地理や川の状態を熟知

しており,これ らの危険を巧みに避けて舟を

操っていたようであるが [Anonymous 1842

:9],それでも時には転覆してしまうことが

あった｡かかる事故の場合,舟頭および漕ぎ

手は川に沈んだ積み荷に対 して何 らの責任

を負わない ことが原則であったようである

[Grijzen 1908:69]｡舟による物資の輸送に

関連して考慮すべき点を最後に一つだけ挙げ

ておく｡ 舟に積み込まれた荷物が同一の舟に

よって上流から河口まで運ばれることは少な

く, 通常 は途中 でほかの舟に積み替えられ

ll)例えばカンパル川上流のラオ付近 [Ballot1905
:520]｡

12)プラウの種類については Stibbeelal.[1927
:422-446]｡

た｡この積み替えは主として次の三つの場合

に行われた｡一つは,より大きな舟が利用で

きる地点で積み替える場合であった｡下流に

なればなるほど大きな舟が航行可能となるの

で,このような場合,荷物を大きな舟に積み

替えた方が経済的であった｡ 二つは,滝やそ

の他の障害物のため航行が不可能となる場合

である｡ 舟はかかる地点で積み荷を一旦降ろ

し,その下流から別の舟で荷物が運ばれた｡

三つは,川の合流点,河港と陸路とが交わる

大きな集荷地で積み荷を移し替える場合であ

る｡ 河川の途中にはいくつかの大きな集荷地

があり,輸出入産物がこれらの集荷地で取 り

引きされることも多かった｡この場合舟は積

み荷をそこで降ろし,帰 りに別の商品を積ん

で再び河川を遡航することになる｡

以上を念頭に置いて河川ルー トの実態をシ

アク川,カンパルJH,クアンタンーインドゥ

ラギ リ川,バタン ･- リ川,ムシ川について

みてみよう｡ なお各ルー トを通じて流通 した

商品については次の項で述べる｡

1. シアク川ルー ト

シアク川沿いの主要都市は,下流からシア

ク ･ス リ･インドゥラプラ (SiakSrilndra-

pura),パカン ･パル (PakanBaru),パタパ

-ン (Patapahan)の三つである (図 3)｡舟

はバ トゥ ･ガジャ (BatuGaja)まで航行可

能であるが,上流における最 も重要な商業中

心地はバクパ-ンであった｡ このあたりでは

積載量1.2トンほどの舟 (bilungkang)が使用

されていた｡18世紀末にシアク川上流および

西スマ トラの リマ ･プル ･コタ地域でガンビ

アの栽培が始められて以来,パタパ-ンはガ

ンビアの集荷地として,また輸入品の集積地

として栄えた｡18世紀末 には,バ トゥバ ラ

(東海岸北部デ リ近 くの沿岸地方)に移住 し

た ミナンカバウ人の商人がここから河川を下

り,マラッカ海峡を越えてペナンと直接貿易
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を行なっていた [Dobbin 1977:20]｡また,

リマ ･プル ･コタ地域の ミナンカバウ人はこ

の地域と古 くから友好関係にあったため,距

離的にはカンパル川経由の方が近いにもかか

わらず,伝統 的 には金 その他をパタパハン

経由で輸出していた [Andaya 1975:174;

Burger 1836:208]｡

パタパ-シの重要性は,19世紀初頭以来パ

ダン高地にコーヒー栽培が拡大するにつれて

低下 した｡というのも,ガンビアと異なって

コーヒーのように嵩張る商品を運ぶには,パ

ダン高地 (特にリマ ･プル ･コタ地域)から

より近いカンパル川へ運ぶ方が便利であった

からである [Dobbin 1977:33]｡

パタパ-ンが衰退 していった反面,シアク

川中流のパカン ･パルの重要性は19世紀中葉

以後増大 していった｡次のカンパル川ルー ト

の項で述べるように,パヤクンブを起点とし

てパダン高地 の産物 の一部 は,距離的 に近

い カンパル川を タラタック ･プル (Taratak

Bulu)まで下 り,そこから陸路で18キロメー

トルのところにあるパカン ･パルまで運ぶこ

ともできた｡1869年にスエズ運河が開通する

と, ヨーロッパ とアジアの海運は飛躍的に容

易になり,スマ トラの河川貿易量 も増 加 し

た｡ このような新たな状況のもとで, コーヒ

ーよりさらに嵩張るロタンのような森林産物
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も多量に輸出されるよう

になった｡ こうして中継

貿易地としてのパカン ･

パルの重要性はパタパ-

ンのそれを凌いでいった

のである｡

パカン ･パルからの輸

送は,直接シンガポール

やマラッカへ向かう場合

と,シアク ･ス リ･イン

ドゥラプラで一旦荷を降

ろし,そこからマレー半

島諸港あるいはヨーロッパへ運ばれる場合と

があった｡1878年 にイギ リスの船会社 がシ

ンガポールーパカン ･パル航路 を開設 して

lKoloniGalVcrSlag 1878:104], パ カ ン ･パ

ルに蒸気船の時代が到来するのであるが,13)

それまでは60-100トン積みの大型現地船や

中国人のジャンクがこの河港の海外貿易を担

う主力であった [IjzermangfαJ.1895:479

;Muller 1837:30]｡パカン ･パルか らシ

ンガポールおよびマラッカまで の所要 日数

は,蒸気船以外の場合およそ7日間であった

lloc.Gil.].

シアク ･ス リ･インドゥラプラはシアク王

国の王都であり,シアク川の最 も下流 (海か

ら約 150キロメー トル)の貿易港であった｡

18世紀末 までスルタンは中流,下 流地域 に

対 して特定輸入 品 の専 売権 (S主hah)を行

使[Anrooij 1885:274-275]する一方,自ら

も多数 の舟を所有 して 貿易を行なっていた

[Anderson 1971:352]｡ しかし,19世紀初

亘削こ王位継承をめ ぐる内紛が宮廷内部で起こ

って以来,王国の内陸地域の貿易に対する影

13)1878年に開設された航路は不定便であったが,
1879年には10日に1度寄港する定期便が開始

された [KoloniaalVerslag1879:101]Oなお
1890年代初めにはシンガポ-ル在住の中国人
所有の蒸気船もパカン･パルに寄港するよう

になった [IjzermaneLaL.1895:479]｡
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図4-1 カンパル川ルート

撃力も王室貿易 も急速に衰退 していったので

ある [21bid.:337]｡それだけでな く,1844年

スルタンは上記の専売権を放棄する条約をオ

ランダに押 しつ けられた [KoloniaalVerslag

I884:17]｡これにより直ちにスルタンの専

売権が消滅 したとは思えないが,シアク ･ス

リ･インドゥラプラでの貿易が衰退 したこと

は確かである｡

19世紀末オランダは東海岸地方をほぼ支配

下に置 くと,積極的に河川交易に参入するよ

うになった｡1881年にはオランダの蒸気船が

定期的にシアク ･ス リ･インドゥラプラに寄

港するようになり,シアク川の河川交易を刺

激 し,同時に流域の森林産物輸出をも増加さ

せた｡14)しかし,シアク川ルー トの貿易中心地

は中流のパカン･パル-移行 して しまった｡

2. カンパル川ルー ト

カンパル川ルー トは大きく三つ に 分 か れ

14)これには,オランダの内陸への介入によって,
パカン･パルを初め内陸の治安が安定 したこ

とも影響していた [Buys1886:346;Koloniaal
Verslag1886:15L

た｡第 1は,パヤクンブー

ノヾ ンカ ラ ン ･コ タ ･ノヾ ル

(Pangkalan RotaBaru)-

タラタック ･ブルーパカン

･バルーシアク ･ス リ･イ

ンドゥラプラのルー トであ

る｡ 第 2は,パヤクンブ-

クオ(Kuo)-ムアラ ･サコ

(MuaraSako)-パ ララワ

ン (Palalawan)を経由する

カンパル ･カナン (カンパ

ル川右俣) ルー トで あ る

(図4-1)｡ 第 3は, カ ン

パル ･キ リ (KamparKiri

-カンパル川左俣)ルー ト

であり,その中にはカンパル ･キ リ川支流の

複数の河川ルー トを含む｡これ らのうち第 1

のルー トについてはシアク川ルー トの箇所で

説明してあるので,以下に第 2および第 3の

ルー トについて述べよう｡

第 2のカンパル ･カナン川ルー トは,いわ

ばカンパル川経由の主要ルー トであった｡こ

のルー トには,パダン高地 (パヤクンブ)か

ら最 も近いパ ンカラン ･コタ ･パルを初め,

クオ,バ ンキナン (Bangkinang),カンパル,

タラタック ･ブル,ムアラ ･サコ,パ ララワ

ンなどの集散地があった｡

カンパルノーtはかなり古 くからスマ トラの内

陸部と外部とを結ぶ重要な交易ルー トであっ

た｡ カンパル ･カナン上流のムアラ ･タクス
ストウーバ

(MuaraTakus) に残 された仏塔 は,12世

紀 (A.D.)以 前 に湖ることはないにして も

[Loeb 1974:324], 遅 くとも15世紀ごろま

でには建立 されていたものと思われる｡そし

てムアラ ･タクスは古 くか ら河川交通を利用

した内陸の交易中心地であった｡ 錫を産する

この地方は17世紀にはマラッカと直接貿易を

行なっていた [Andaya 1975:107;Anony･
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図4-2 カンパル ･キリ川ルート

mous 1842:21]｡ しかし,カンパル川が特

に重要な河川貿易ルー トとして利用されるよ

うになったのは,既に述べたように,パダン

高地にコーヒー栽培が広まった19世紀以降の

ことであった｡1830年代には,パヤクンブか

ら陸路でパ ンカラン ･コタ ･パルに行き,そ

こから舟でシンガポールまで (途中で荷の積

み替えを行う日数を含めて)23-24日の行程

であった｡ またシンガポールから逆にカンパ

ル川を遡航してパヤクンブに至る行程はおよ

そ 1カ月であった [Muller 1837:30]｡カン

パル川中流および下流流域は19世紀末のオラ

ンダ植民地体制下にあって ｢自治領｣とされ,

在地権力はある程度の自治を認められていた

が,パ ララワンを拠点 とする首長 (Datuk

Kampar)は,パ ララワン-シンガポール問

の海上輸送を自ら所有する大型船 (tongkar)

で独占的に行なっていたようである｡ただし,

パカン ･パルに蒸気船が寄港するようになっ

て以来,タラタック ･ブルより上流のカンパ

ル川流域諸地域は次第にパカン ･パル経由の

貿易を行うようになった[Faes1882:502]｡

カンパル川経由の第 3の貿易ルー トはカン

パル ･キ リ(カンパル川左俣)であった｡この
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ルー トはさらにバタン ･

カパス(BatangKapas),

バタン･シ･バヤン(Ba-

tangSiBayang),バタン

･シ ･ギンギス (Batang

SiNgingis)という舟 の

航行可能な三大支流に分

かれ,それらはいずれも

商業ルー トであった (図

4-2)｡さらにこれ らの

河川は陸路によってスマ

トラ中央部のほぼ全域 と

連絡 していた｡カンパル

川本流に近いグヌン ･サ

ヒランからはカンパル ･

カナン川の商業中心地バ ンキナンに至る陸路

が走っており,さらに上流のクントゥからは

タンジュン ･パ リットを経てパ ンカラン ･コ

タ ･パル に続 く陸路 があり,両地点 は徒歩

で4日の行程であった [Muller 1837:31-

32]｡

上に述べた二つの陸路が直接カンパル ･カ

ナン川ルー トに指向していたのに対 して,バ

タン ･カパス,バタン ･シ ･バ ヤン,バタン

･シ ･ギンギスの 3河 川 ルーート (図 4-2)

はパダン高地のタナ ･ダタール (TanahDa-

tar)および南のクアンタンーインドゥラギ リ

川ルー トと連絡していた｡バタン ･カパス川

上流のパ ンカラン ･カパスを中心とした交通

は,パヤクンブ-(徒歩 2日)-パ ンカラン ･

カパス一一(舟で 2-3日)- クントゥー→(舟 で

8日)-パ ララワンの全行程で約11日間 か か

り,同じルー トをパ ララワンから遡航すると

河川の水の状況によって16-20日間 か かっ

た｡ノヾ ンカラン ･カパスにはせいぜい0.5ト

ン積みの舟 しか遡航できないが,クントゥか

らは 6トン積みの舟が利用できた [loc.cit.]｡

パ ンカラン ･サ リとパ ンカラン ･インダル

ンは陸路でパダン高地のアラバ ン地区を経て
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図 5 クアンタン-インドゥラギリ川ルート

タナ ･ダタール地域に連絡 している (徒歩で

2- 4日)｡一万,5- 6日の航行でカンパル

･キ 1)下流 の リパ ット･カインに至る [loc.

cii･;Ijzerman elal. 1895:37]｡ なおパ ン

カラン ･インダルンと同一河川下流のムアラ

･ランプからほクアンタンーインドゥラギ リ

川沿いの商業中心地であったパ ダン ･クラブ

(PadangTarap)およびコ ト･トゥオ (Koto

Tuo)-陸路が続いていた (後述参照)｡上に

述べた商業中心地に ｢パ ンカラン｣のつ く地

名がい くつかあった｡ ｢パ ンカラン｣はスマ

トラ中 ･南部の河川沿いに発達 した丹着き場

あるいは集散地を意味する言葉で,この地域

には非常に多 くみ られる地名であるが, これ

については本稿Ⅳで再び詳しく述べる｡

3. クアンタンーインドゥラギ リノtlルー ト

クアンタン-インドゥラギ リ川はパダン高

地のシンカラ (Singkarak)湖に源を発 し,上･

中流部をクアンタン川,下流部をインドゥラ

ギ リ川と呼ぶ｡以下の記述では便宜的にこの

川 をインドゥラギ リ川 と略称 することにす

る｡インドゥラギ リ川ルー トの 特 徴 は, シ

ジュンジュンを経由してパダン高地の中 ･南

部 と連絡 していたこと,よ

く発達 した陸路によってカ

ンノヾル ･カナンおよびノヾタ

ン ･- リ流域 と密 接 な関

係をもっていたことにある

(図 5)｡このルー トの主要

集散地はパ ダン･タラブ,コ

ト･トゥオ,ルブク･ジャン

ど,そしてタル (Taluk),

バサラ (Basarah),イヌマ

ン (Inuman),チェランテ

ィ (Ceranti)を含むクアン

タン地区であった｡ これ ら

のほかにインドゥラギ リ王

国 の王都 であった レンガット (Rengat)15)

- 河口より157キロメー トル 内陸に入った

河港都市16)- もかつては金と胡轍貿易の重

要な中継地であった [Andaya 1975:128]｡

19世紀前半のレンガットにおける河川交通の

実態は明らかではないが,19世紀中葉以降は

中国人のジャンクがレンガットを通 り越 して

上流のチェランティと直接取 り引きするよう

になったようである[Ⅰ.K. 1876:408]｡

インドゥラギ リ川で舟の航行が可能な最上

流地点は,パダン高地南部と東海岸地方 との

交易の窓口であったシジュンジュンか ら8キ

ロメー トルほど北のムアラ ･プ ランキス (図

5参 照)で, このあたりでは 12人乗 りの母

(bilungkang)が航行可能であった｡ムアラ ･

プランキスを出た舟は70分ほど下 ってモコ ･

モコに至るが, ここには滝があるため荷物の

15)インドゥラギリ王国は1830年代にオランダ勢
力の侵入を受け,1865年には王都をジャブ-

ルに移した [KoloniaalVeNlag1865:11].な
おレンガットには19世紀末にシンガポールと

の蒸気船航路が開かれた [Stibbectal.1919
:11]｡

16)Stibbeclal.[1921:175]によれば,河口か

らレンガットまでは現地船で12時間の行程で
あった｡
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積 み替えが必要であった [Ijzermanelal.

1895:320]｡モコ ･モコからコ ト･トゥオの

問は急流であるため,この区間の遡航に要す

る時間は下る場合の何倍もかかった｡特にド

リアン ･グダンとコト･トゥオとの区間は遡

航が困難で,それに要する時間は下 りの4倍

であった [Muller 1837:33]｡コト･トゥオ

とチェランティの問は10トンから25トン積み

の比較的大きな帆舟が利用できた[Netscher,

E. 1880:49-50]｡さらにチェランティより

下流で大型のジャンクが利用できたことは既

に述べた｡ 以上の説明から,交通路としての

インドゥラギ リ川は,コト･トゥオまでの小

型舟区間,コト･トゥオとチェランティ間の

中型舟区間,大型のジャンクが航行可能なコ

ト･トゥオより下流の大型船区間の3区間に

分けることができる｡

前に述べたように,インドゥラギ リノllルー

トは陸路を通 じてカンパル ･キ リ川ルー ト

とバタン ･- リ川ルー トと結びついていた｡

カンパル川方面とは,パ ンカラン ･インダル

ン (図 5の5),ロゲ (図5の9),ロゲ ･バ

ンギアンなどの中継商業中心地を 経 て イ ン

ドゥラギ リ川沿いの集散地と,バタン ･ハ リ

川ルー トとは,プラウ ･プンジュン (図5の

20)およびシダンクル (図 5の21)からガラ

ガ (図 5の12)やカマン (図5の13)など陵

路上の集散地を経てインドゥラギ リ川沿いの

集散地と連絡していた｡17)最後に,インドゥ

ラギ リ川とバタン ･- リ川とを結ぶ道路網が

非常に密であったこと,両河川の中間に陸路

綱における集散地が発達していたことに注目

すべきである｡これらの事実は両河川に挟ま

れた上流部の一帯が事実上一つの経済圏を成

しており,両河川を商業ル- トとして同時に

使用していたことを示している｡

17)これら陸路については Muller[1837:33],
Gravesl1971:71-73],Ijzermanetal･[1895
:220],Schwartz[1893:336-337]を参照｡
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4. バタン ･- リ川ルー ト

バタン ･- リ川ルー トは本流と最大の支流

トゥンブシ川 (BatangTembesi)との二つに

大別できた｡本流ルー トは上流部で陸路を経

てインドゥラギ リ川ルー トおよびパダン高地

南部と,支流の トゥンブシ川ルー トはムシ川

およびバ リサン山脈の分水嶺を越えて西海岸

のベンクレン (Benkulen)地方と連結 してい

た｡ 本流で河川交通が利用できた最上流地点

はガスン (図6の10)で,この地点から河口

近 くの集散地ムアラ ･コンペ (MuaraKom-

peh)まで は舟で 7-8日の行程であった

[Netscher,F･ 1857:167-169,172]｡ バタ

ン ･ハ リ川ルー トとインドゥラギ リ川ルー ト

との接点にあたるバタン ･ハ リ地方では,前

項で述べたように,プラウ ･プンジュンやシ

ティウンなどバタン ･- リ川沿いの集散地と

パダン ･タラブ,クアンタン地方とが複雑な

陸路網によって結ばれていた｡ バタン ･- リ

地方 の最上流可航地点 はスンガイ ･スラウ

(図 6の 3)で,この地点までほ比較的大きな

舟が利用できた [Grijzen 1908:67-70]｡バ

タン ･- リ川本流から西に伸びる陸路は大部

分アラ-ン ･パ ンジャン-向かい,その一部

はさらに北のシジュンジュンへ向かって伸び

ていた (図 6)018)

バタン ･- リ川最大の支流 トゥンブシ川は

さらにタ ミアイ,マランギン,アセィ, リム

ンなどの支流を擁しているが,これ らの支流

もまたかなり上流部まで航行可 能 で あ った

[Anderson 1971:390]｡ マランギン川上流

のパンカラン ･ジャンプ (図6の13)は金の

産出地としてよく知られていた｡19世紀初頭

18)Anderson[1971:390]によれば,19世紀初

頭,ジャンビからバタン･ハリ川上流 (地名
は不明)まで15-30日間,下りは10日間かか
った｡この川の上流部からパダン高地のアガ
ムまで徒歩で15日間,そこからパダン港へは
さらに3日間の行程であった｡
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1;2.500.000
0 50 100X.M.

～ River
'~一~●Pathavailable for
oxCart

---Footpath

Rivers(I)BatangJujuan(II)BatangTebo(Ill)BatangTabir(IV)Batang
Marangin (V)BatangTembesi(VI)BatangTamiai (VII)Batang
Asei(VIII)BatangLimun

Places1.AlahanPanjang2.SijungJung3.SungaiSurau4.Silago5.Lubuk
Terantang6.PulauPunjung7.Siguntar8.Sitiun9.PadangLawas
lO.Gasun ll.Simalidu 12.BidarAlam 13.PangkalanJambu 14.

TanjungPutus15.KampongPondok16.BukitBulan

図6 バ タ ン

ここから下流のジャンビまでは10日ほどの航

行であった [ibid.:391]｡パ ンカラン･ジャン

プはコリンチ地方を越えて西海岸に至る陸路

の起点でもあったが,この行程は6日ほどで

あ る [ibid.:398-399]｡ トゥンブシJltl上流

部のカンポン ･ボンドック,タンジュン ･プ

トゥス,最上流地区のブキット･ブランはム

シ川へ続 く陸路の起点であった｡1860年代の

報告によれば,これ らの陸路を経由した トゥ

ンブシ川流域とムシ川上流のラワス(Rawas)

地方との交易は非常に活発であったようであ

る[KoloniaalVe,Tlag1868:10]｡

バタン ･- リ川下流のジャンビには1877年

7月,バクビアーバ レンバン-ジャンビを結

ハ リ川 ル ー ト

ぶ蒸気船の定期航路が開設された [KoloTliaaL

VerSlag1887:104].1878年にバタン･- リ川

を蒸気船で遡航したオランダ人の報告によれ

ば,同年にはバタン ･- リ川を上下する河川

輸送は以前と比べて急増していた｡これには

当時 ヨーロッパからの熱帯産物に対する需要

が 全般的 に増大していたという理由 のほか

に,1877年に蒸気船の定期航路が開設された

という新たな事態も誘因として働いていたも

のと思われる｡19)次にムシ川ルー トについて

19)1878年のオランダ人の報告 [Vethト2:95]

は前年の蒸気船航路の開設には全く触れてい
ないが,実際にはこれを念頭に置いていたも
のと思われる｡
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Rivers(Ⅰ)BatangRawas(ⅠⅠ)BatangRupit(ⅠⅠⅠ)Batang
Lakitan(IV)MusiUlu(V)LematanIlir

Places1.KotoTanjung2.LubukKubung3.MapatLicin
4.MuaraMenkulem 5･PulauKida6.Pangkalan7.

Sungai Batiung8･Suralungung9.TebinTinggi 10.
Lahatll.MuaraInin

図7 ム シ 川 ル ー ト

説明しよう｡

5. ムシ川ルー ト

これまでに扱った四つの河川ルー トが西ス

マ トラ地域との交易を重要な経済関係として

いたのに対 して,ムシ川ルー トはそれ自体が

一つの独立した経済圏を形成 していたといえ

よう｡ これはまず第 1に,ムシ川流域が西ス

マ トラ地域から地理的に離れていたためであ

る｡ 第 2に,ムシ川以外の4河川の流域は森

林産物は豊富にあったものの食糧は不足 し,

これを西スマ トラ (特にパダン高地)に依存

しなければならなかったのに対 して,ムシ川

流域はあとに述べるように少な くとも19世紀

中葉には米の輸出能力さえあったため,この

地域は食糧に関して西スマ トラに依存する必

要はなかったのである｡ ただし,ムシ川上流

部とバタン ･- リ川支流の トゥンブシ川上流

とを結ぶ陸路 によって人や物の交 流が多少
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ともあったことはいうまでもな

い｡ 20)

筆者が確認できた限りでの舟

による遡航 限界 は以下 のごと

くである｡ まず,ルスン ･バ ト

ウ,スラルングン,パ ンカラン,

ムアラ ･ムンクムン,マパ ット

･リチンなどの主要 な河 川沿

いの集散地 を擁する ラワス川

(BatangRawas) の場合,遡航

限界はコ ト･タンジュンであっ

た (図 7参照)｡上記 の集散地

は一方で北に隣接するバタン ･

- リ川上流の リムン地方と陸路

で結ばれ,他方で西に向かって

伸びている陸路を経て西海 岸

のモコ ･モコに通じていた｡ル

ピット川 (BatangRupit)の場

合,遡航限界はルブ ･クブンで

あり, ほぼ源流 に近いこの地

点でも比較的大きな舟が利用可能 であった

[Veth I-2:293;ⅠⅠ:100]｡21)ムシ ･ウル川

水系ではテビン ･ティンギまでは20人の漕ぎ

手を要する舟 (bidar)が航行可能であった｡

なおテビン ･ティンギーパ レンバン間は下航

に25日, 遡航 に 1カ月間 かかった [Hoeven

1864:64-65]｡ルマタン ･イ リール川の遡航

限界は,やはりこの川の源流に近いラ- ット

であった｡19世紀の後半にオランダ人は,ム

シ川流域の要衝であったこの地に,舟(bidar)

でパ レンバンから14-16日間費やして行政官

や物資を輸送していた[Veth L2:39]｡

20)パレンバン上流には古くからミナンカバウ人
が移住 していたことから判断しても,ムシJtl
上流 とバタン･-リ川上流,さらには酉スマ

トラ地方との交流があったことは明らかであ
る [VethL2:122]｡
21)この地点での舟の大きさは長さ18メートル,
幅2メートル強であった [Anonymous1842:
6-9]｡
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表1 シ ア ク 川 ル ー トの 商 品 流 通*

パ
ダ
ン
高
地

金,米,コーヒー,terubuk魚の塩干物,terubuk魚のはらこ,藤 (rotan),樹脂

(damar),安息香 (benzoin),樟脳 (Camphor),サゴ,タバコ,ガンビア,プルチャ･

ゴム,1)黒檀,砂糖,種々の果物,舟 (船),衣,家具用木材,象牙,カポック(silkcotton),
木蝋,密蟻

米,局,午

ノヾカン ･ノヾル

terubukその他の塩干魚,terubukのはらこ

塩,秩 (鈷その他の鉄製品を含む),インド (コロマンデル,スーラッり およびヨ

ーロッパ産の綿布,綿糸,原綿,阿片,陶器,疏,火薬,セイロンの宝石,ジャワの

タノヾコ

シ
ア
ク
･
ス
リ

･

イ
ン
ド
ウ
ラ
プ
ラ

注 1) 通常のゴム樹 (Hevea)以外の樹木から採れる樹液を乾燥した弾力性の少ないゴム様物質
*コは海外貿易品の流れを示し,ごは流域およびパダン高地で生産,消費された域内交易品の流れを示
す｡表では海外貿易品の全てがパダン高地と海外貿易港との間を直接流れていたようにみえる｡しか
し,実際には海外貿易品の一部がパカン･パルのような中継交易地を経て海外貿易港とパダン高地と
の問を流れていたのである｡以下,表2から表5までも同様である｡

Source:Anderson[1971:352-353],Gramberg[1864'.524],Marsden[1975:357],Munerl1837:
3ト33],Nieuwenhuyzen[1858:417-418]

パ レンバ ンにはスマ トラ東海岸沿いの諸港

のうち最初に蒸気船 の 定期航路 が開かれ,

1866年にはバクビアーシンガポールーパ レン

バ ン航路 (月 2便) の運航 が開始 され た

lKoloniaalVerJlag1866:74]. また1878年に

はルマタン ･イ リール川上流のムアラ ･イ‥

ンにも月 2回の割合で蒸気船が寄港するよう

になった ｡ これ ら蒸気船の寄港によって,前

項で述べたバタン ･- リ川ルー トの場合と同

樵,ムシ川ルー トの河川貿易は一層刺激され

たものと思われる｡以上で河川ルー トそのも

のの説明を終わり,次にこれ ら河川ルー トを

経由してどんな物資が運ばれていたかをみて

みよう｡

ⅠⅠⅠ 河川交易とその商品

河川ルー トを経てスマ トラ内部にもたらさ

れた商品,あるいはスマ トラから輸出された

商品の品目は,河川ルー トによってそれほど

大きな違いはないが,それでも河川ごとの輸

出入品に多少の特性がみられた｡なお,河川

を利用 した流域内部および流域と後背地 との

交易が海外貿易にとって も重要であったこと

は,既に述べたとおりである｡ 以上を念頭に

置いて河川ごとの商品流通をみてみよう｡

1. シアク川ルー ト

まずこのルー トで運ばれた主要な商品を表

1に示 しておこう｡ シアク川ルー トの場合,

中流 のパカン ･パルが重要 な 中継地 である

が,これを中心とした域内交易の実態が分か

らないので表 1では省略 してある｡ 表に掲げ

た商品はいずれ もよく知 られたものばかりで

あるので,ここでは若干の商品について簡単

な補足説明をするに留める｡ まず輸出品から

説明しよう｡

シアク経由の主要な輸出品は,19世紀以前

にはパダン高地で採掘された金 と,シアク川

上流で採掘された錫 [Andaya 1975:198]
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であった｡ 金は17-18世紀の最盛期には シ ア

ク川経由で海外に輸出された量だけでも年間

3ピクルに達していたが,19世紀初頭にはか

ろうじて輸出品目に入る程度に減少 し [An･

derson 1971:203],1830年代以降の資料か

らは輸出品目としては現われない｡ これはシ

アク川経由で輸出された金がパダン高地産の

ものであり,そこでの金が18世紀末までにほ

ぼ滴渇 してしまったためであろう [Dobbin

1977;16-17]｡ もっともパダン高地において

もシアク川流域においても金の産出が全 く停

止してしまったとは考えられない｡ 少なくと

も川砂からの砂金採取は19世紀に入ってから

も行われていたと思われるが,その量は恐ら

く輸 出に回すほど多 くはなかったのであろ

う｡17世紀に重要な輸出品であった錫は19世

紀には輸出品としては登場しな くなってしま

うが, その理 由は明らかではない｡22)米 は

パダン高地からパヤクンプータラタック ･ブ

ル,パカン ･パルを経てシアク ･ス リ･イン

ドゥラプラ港から輸出されたが,同時にシア

ク川流域でも消費された｡コーヒーについて

は既に述べたように,1847年西スマ トラ州に

｢強制栽培制度｣が導入されて以来,東海岸

経由の輸出は急速に減少していった｡

Terllbuk はシアク川河口付近,ベンカリ

ス島周辺の特産魚で,塩千にして輸出される

か,その ｢はらこ｣がマレー ･キャビア[Wil･

kinson 1959:1241]と して輸 出 された.23)

以上に述べた金,米,コーヒー,tcrubuk以

外の輸出品はシアク川流域 のはば全域で産

出した｡ただし,ノヾカン ･パルより下流のシ

22)この理由の一つとして,1800年代初頭から
1830年代を通じてシアク川上流地方をも巻き
込んだパドリ戦争による混乱が考えられる｡

23)シアク川の河口およびベンカリス島周辺には
およそ300膿の terubuk漁専用船があった｡
Terubuk魚はシアク･スリ･インドゥラプラ
がパダン高地から米を入手するための重要な

商品であった [Gramberg1864:509]｡
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アク王国領内で採れた象牙に対しては,19世

紀後半においてもスルタンが先買権を行使し

て買い集め,輸出していた｡このスルタンは

象牙だけでなく犀の角や牛黄(gulia-bezoar)

に対しても先買権をもっていたが,24)これ ら

は量が少なかったためか輸出品目として資料

に現われることはない｡

輸入品のうち鉄は,焼畑を行い藤その他の

森林産物を採取する際の,刃物を作るために

不可欠であった｡また河川で漁をする際に使

用される鑑も輸入されていた｡シアク王国内

部ではスルタンが輸入された鉄と塩の専売権

をもっていたが,1844年にオランダとの契約

でこれを放棄させられてしまった (本稿Ⅱの

1参照)｡輸入品目のうち銃と火薬は,19世紀

のスマ トラ中 ･南部においてかなり広範な需

要があり (後述参照),ほかの河川ルー トか

らも輸入されていた｡住民はヨーロッパの銃

のはかにスマ トラおよびはかの群島地域で製

造された銑をも使用していたので,25)これら

の銃に必要な火薬を輸入していた｡ シアク川

ルー トの海外貿易の主要な相手地域は,ほか

の河川ルー トの場合と同様ペナン,マラッカ,

シンガポール,バクビアであった｡18世紀末

まではシアクには多数のコロマンデル商人,

ペナンやマラッカ商人がやって来たようであ

るが [Marsden 1975:357],19世紀の後半

には彼 らの名は資料に現われない｡恐らく,

オランダ人が1858年にシアク地方をオランダ

の保護領にしてから以降はオランダ人,中国

24)シアク王国のスルタンは,領内で採れた一対
の象牙あるいは犀の角のうち1本を強制的に
衣類と交換し,他の一方を優先的に市場価格

で買い上げる権利をもっていた｡｢牛黄｣とは
羊など動物の胃腸にできる結石で,医薬品と

して珍重された [Anrooij1885:275-277;
Nieuwenhuyzen1858:405]｡
25)ラッパ銃 (pemoras),小銃 (snapan),ミナン
カバウ式火縄銃 (setinger)が代表的なもの

(Anderson[1971'･404-tO5]の写真参照)O
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表2 カ ンパ ル 川 ル ー ト の 商 品 流 通

パ
ダ
ン
高
地

コーヒー,ガンビア,樹脂,木蝋,密蝿,プルチャ･ゴム,藤,象牙,安息香,タバ
コ,香木 (laka),砂金,米

米,ココナツ,ココナツ池,漁網

水牛,漁細
(ラオ,ルブ･シカピン) ●

衣類,綿布,米,タバコ,
果物,カポック,砂糖,
ガンビア (パヤクンプ)

ノヾンカラン･
コタ･ノヾル

.･●水牛 (Ⅴコタ)

●･.山羊 (ジャンビ)

塩干魚,terubllkのはらこ,ロープ

パ
ラ
ラ
ワ
ン

塩,鉄および鉄製品,飼,綿布,原綿,疏,火薬,阿片

Source:Burgerl1836:215],Buysl1886:326],
[1889:160-161],Mullerl1837:29-SOL

人,イギ リス人が主たる貿易の担い手であっ

たと思われる｡

シアク川ルー トの域内交易についての詳細

は分からないが,最 も重要な交換は,パダン

高地の米 とシアクJtl河口付近の塩干魚および

terubuk魚の ｢はらこ｣であった｡このほか

パダン高地から馬や牛 もシアク川流域各地に

運ばれた｡シアク川流域では上記の輸出品の

ほかにカッサバ,胡椴,馬鈴薯,横梯子,米が

焼畑で栽培 されていたが [Gramberg 1864

:520],それらは自家消費されるか,せいぜ

い近隣の市場に出荷されて地域内で消費され

た ｡

2. カンパル川ルー ト

海外貿易に関する限り,カンパル川ルー ト

の貿易品目とシアク川ルー トのそれとは基本

的に同じであった｡ただし,表 2に示 したカ

ンパル川ルー トの貿易品の数は表 1に掲げた

貿易品 の 数よりもはるかに少な くなってい

る｡ これは,カンパルノーlルー トの貿易品は多

くの場合,このルー トの最終貿易港であるパ

ララワンを経由しないで,タラタック ･ブル

KoloniaalVeTSEag[7878:15;1880:9],LH.
Netscher,E.[1880:38-39L VethlI-2:83]

を経由してシアク川ルー トに合流してしまっ

たからである [Netscher,E. 1880:39]｡毛

皮の輸出品がカンパル川ルー トに入っている

のほ,カンパル ･キ リ川流域で馬や牛の飼育

が盛んであったからである [KoloniaalVerslag

I880:9]｡輸入品のうち塩について少 し補足

しておこう｡ パンカラン･コタ･パルに運ばれ

てきた塩の主要な部分はシャムの塩 (garam

Siam)で,これはオランダ政庁 が西スマ ト

ラ州で専売 にしていたマ ドゥラ産 の塩 より

白く,住民に好まれていた [Holle 1877:405

-407]｡さらに専売塩の価格は,カンパル川経

由 (あるいはシアク川経由)でパ ンカラン ･

コタ ･パルに運ばれたシャムの塩 の 2倍 で

あった [Netscher,E. 1880:39]｡質と価格

の双方において政庁の専売塩は不人気で,東

海岸か ら河川ルー トを経て西スマ トラ-塩の

密輸が行われていたのである｡

ところで,パ ンカラン ･コタ ･パルはタラ

タック ･ブルのように海外貿易商品の通過地

であっただけでな く,近隣地域の日用品,食

糧に対する重要な交易中心地であ る と同 時

に , それ自身大きな消費地でもあった｡ それ
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表 3 インドゥラギリJtlルートの商品流通

唐モロコシ,木材,米,香木,薬,象牙,密蟻,コーヒー,ガンビア,プ ルチャ･ゴム,
藤,タバコ,木嶋,ココナツ,インディゴ,カポック,甘薯,辛,金,サゴ

バ
グ
ン
高
地

米,ピーナッツ油,砂糖,ココナツ,

池,塩干魚 (酉スマトラ海岸産),石

油

水牛,午,原綿,プ ルチャ ･ゴム,樹
脂,藤のマット

ノヾタン･
ハリ地方

陶器 (現地産)

パダ ン･タラプおよび
クア ンタン地方

塩,阿片,綿製品,タバコ,陶器,秩,染料,疏,火薬,銅製品

レ
ン
ガ

ッ
ト

Source:Anonymous[1841:54ト543],GrijZ:en[1908-･77-79],Ijzerman etal.[1895:25-26],
Netscher,E.[1880'･49]

故表 2に示されているように,この町は域内

交易の中心地となっていたのである｡表 2で

注目すべき点は,山羊が陸路を経由してジャ

ンビ地方からもこの町に送 られてきたことで

ある｡ 山羊はたまたま資料に現われた商品で

あるが,実際にはこれ以外の商品も遠隔地か

らこの市場に運ばれてきたと考えてさしつか

えないであろう｡ いずれにせよ,河川と河川

とを繋 ぐ陸路の交通は通常想像されるよりは

はるかに頻繁に行われていたことは間違いな

い｡そして河川貿易は海外貿易と域内貿易と

が有機的に組み合わされて初めて,その有効

性を発揮 し得たこともここで強調 しておきた

い｡

3. インドゥラギ リ川ルー ト

インドゥラギ リ川ルー トを経由する海外貿

易品目 (表 3)は, これまでに述べた二つの

河川ルー トの場合 とほぼ同じであるが,特

徴を挙げるとすれば,唐モロコシ,甘薯,午

(肉)などの食糧品輸出があったことで あ ろ

う｡パダン ･タラブとクアンタン地方はとり

わけ牛の飼育が盛んで,他の食糧とともにシ

ンガポール, リオウ諸島,他のスマ トラ東海
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岸諸地域-送 られた [Ijzermanetal. 1895

24-25,33;Netscller,E. 1880:49]｡輸出品

目の中の ｢薬｣とは,ロタンの大型種 (rotan

jaranang)の花から採れる薬で,西 欧では

dragon'sbloodと呼ばれ,スマ トラ中 ･南部

でよく知 られた国際商品である [Marsden

1975:159-160コ｡インディゴが輸 出 品 目 に

入っていたのは,パダン ･タラブ,クアンタ

ン地方ではかつて綿栽培と綿織物業 が盛 ん

で,染料を必要としたか らである [Grijzen

1908:77-79]｡輸入品目の中にも染料が見出

せるが,これは明らかにインディゴ以外のも

のであろう｡

輸入品目の中に阿片が入っているが, これ

はインドゥラギ リ川流域で消費された商品で

はな く,バタン ･- リ地方やパヤクンブ-再

輸出される商品であった｡というのも,イン

ドゥラギ リ川流域では,恐 らくコーランの遵

守を厳 しく要求するイスラム宗派の影響によ

り, もし吸飲 した場合にはこの地域の住民は

もとより他地域か ら来た者でも処罰されるこ

とになっていたからである [IjzermangJαJ.

1895:25-26]｡

インドゥラギ リ川流域のパダン ･クラブ,
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クアンタン地方には河川沿いに中継集散地が

多数存在し,陸路もよく発達していた (図6

参照)｡このためこれら地域は隣接した パ ダ

ン高地, カンパル ･キリ地域,バタン ･-

リ地域との域内交易が極めて活発であった｡

また,流域にはシアク川,カンパル川流域と

比べて集落 も多 く,焼畑耕作が 盛 ん で あっ

た｡ しかし食糧:に関する限り一つの地片を 3

年周期で耕作する陸稲栽培だけでは十分にま

かなえず,パダン高地に米を依存 しなければ

ならなかった [Anonymous 1841:541]｡19

世紀の末についてみると,シジュンジュンか

ら河川ルー トでスンガイ ･クラブ,クアンタ

ン地域に運ばれた米だけでも年間 5,000ピク

ル (約310トン)に達していた [Bosse 1885:

23-24]｡ このほかパダン高地 からは,西海

岸で生産 された塩干魚がバ リサン山脈を越

えて, これら地域 にもたらされた [Grijzen

1908:77-79]｡

スンガイ ･タラブ,クアンタン地域から域

内交易のために出荷された主要な 商 品 は水

午,牛で,これ ら地方はスマ トラ中 ･南部に

おける最大の畜産地帯であった [Ⅰ.K. 1876

:407]｡パダン高地へのもう一つの主要な輸

出品は綿 (kapas)であった｡綿栽培はパダン

･タラブの南に隣接した ⅠX Kota地方で特

に盛んで,以前はパダン高地のタナ ･ダター

ルへ大量に輸出されていた｡しかし19世紀後

半にはオランダ人がパダン経由でもたらした

綿製品がこの地方にも流入したために,20世

紀初頭までに綿栽培は衰退 した｡20世紀初頭

にこの地を訪れたオランダ人によれば,住民

は当時パダン経由で輸入された綿糸を使うよ

うになっていたようである [Grijzen 1908:

77-79]｡これは,元来主として東海岸諸港を

経てマラッカ海峡地域との貿易を指向してい

たスマ トラ中 ･南部の河川ルー トに西海岸か

らの商品が流入するようになった事例 として

興味深い｡ もっとも,西海岸経由で輸入され

た商品も河川ルー トによってスマ トラの内陸

部に運ばれたのであり,河川が重要な商業ル

ー トとして機能していたことには 変 わ りな

い｡

4. バタン ･- リ川の商品流通

バタン ･- リ川流域は17世紀には胡轍と金

の産地として知られ,このルー トの海外貿易

港ジャンビから積み出された主要な輸 出品

も胡 板 と金であった [Andaya 1975:128,

150]｡しかし19世紀の後半になると胡板の生

産は行われていたものの,それは主として地

方市場に出回る域内消費用であって [Veth

ト2:30],輸出品としてはほとんど重要性を

失ってしまった｡ それに代わって,19世紀に

はシジュンジュンからバタン ･- リ地方にか

けてコーヒーが至るところで栽培されるよう

になっていた [Netscher,F. 1857:167-169'

172]｡特にプラウ ･プンジュン地区 (図6の

6)ではほとんど全ての家の庭でコーヒーが

栽培されていた [Twiss 1901:269-270]｡胡

板からコーヒー-の変化は,恐らく西スマ ト

ラにおいて18世紀末から19世紀初頭にかけて

生 じたように (本稿 Ⅰを参照),バタン･- リ

地方でも西スマ トラに少 し遅れて生じたもの

と思われる｡

バタン ･- リ地方は銃,火薬,阿片,絹,

鉄製品,塩などをインドゥラギ リ川経由で輸

入していたが,これはオランダ政庁の課す高

い関税を避けるためであったと思われる｡オ

ランダ人は1834年にジャンビ王国のスルタン

との契約で,ジャンどのさらに下流のムアラ

･コンペに駐在所を置 くようになって以来,

バタン ･- リ川の河川貿易に干渉 し始 め た

[Lange 1852:347]｡オランダ人は1865年当

時シアク,カンパル,インドゥラギ リの各河

川貿易で関税を課 してはいなかったが,バタ

ン ･- リ川に関してはこの年から上記の 3河

川に先んじてムアラ ･コンペで関税を徴収す
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表 4 バタン･-リ川ルートの商品流通

藤,樹脂,原綿,プルチャ･ゴム,象牙,犀の角,砂金,ガンビア

パ
ダ
ン
高
地

米,ガンビア,タバコ,
鉄製品
__I___I_I"日._I.."._.-_----･-一一一-一一1--

+-----1111-----I--

家畜,棉

コリンチ=-=-I

ⅩⅠⅠコタ･一一一一一一一一-
シラゴ

堤,棉,鉄製品,
阿片,銃･火薬 クアンタン地方
"''…'一'''---"'~-''-"'~~~一(インドゥラギリ)

警撃･t軍詣 計 を誓 三㌢ッ

ジ
ャ
ン
ど

バタン･-リ地方

金

r遍 金

▲｢∩山

堤,綿製品,鉄および銅製品,陶器

SourceI.Andersonl1971:191L Ij2:ermanCtal.[1895:224L Muuerl1837:34-35],Netscher,E.
[1880:56],Netscher,F.[1857:168,174-175,178,18ト182],Schwartz[1893:334],
Twiss[1901:269-272],Veth[Ll:59-60,78;ト2:30,183]

るようになった [KoloniaalVcrslag1865:234

-235]｡かかる背景のもとで住民は重要な物資

をできるだけインドゥラギ リ川ルー トから陸

路を利用して輸入していたのであろう｡

金は輸出されると同時にこの地方の交換手

段として広 く使用されていた｡バタン ･ハ リ

川流域の商人だけでなく外部の商人も,この

地域で交易をする場合にはまず金を入手する

必要があった｡主な金の産地はシラゴからビ

ダール ･アラム (図6の4と12)にかけての

一帯, リムン地方であったが,そのはかにも

砂金は河川の随所で採れた｡ さらにバタン ･

ハ リ地方にはコリンチ産の金も運ばれてきた

ので, この地方 は全体 に金が豊富であった

[Netscher,F･ 1857:177-178;Twiss 1901:

270-272;Veth ト2:30]｡

バタン･- リ川流域もインドゥラギ リ川流

域と同様,焼畑,通常の畑地,そして若干の

水田で米が栽培されていた｡水田には,ほとん

ど毎年雨期に氾濫する水と天水を利用する形

態 [Veth ト2:24-25,31] と,西スマ トラ

地方で川の水を汲み揚げる大型の水車 (kin･
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cir)を利用したり,一部藩政水路によって水

を供給する形態 [Twiss 1901:268-269] と

の 2種類あった｡ しかし,全体としては米の

生産は不安定で,パダン高地の米に依存せざ

るを得なかった [ibid.:269-270;Netscher,

F･ 1857:166-167]｡パダン高地からバタン

･- リ地方-は米を中心にタバコ (恐らくス

リキ,パヤクンブ地方のもの),ガンビア,鉄

製品などがもたらされ,バタン ･ノ､リ地方か

らパダン高地-は水牛, 午, 綿が運ばれた

(表4参照)｡

ジャンビは河港都市であり,食糧の自給は

できなかった｡ ジャンビにおける米の供給に

関する記述は見出せないが,これについては

二つの可能性が考えられる｡一つは,上流の

バタン ･ハ リで生産された米とパダン高地か

ら輸入した米の一部を,河川ルー トを利用し

てジャンビに運搬 していた可能 性 で あ る｡

もっともバタン ･- リ地方も米の余剰地域で

はなかったから,この量はあまり多 くなかっ

たと思われる｡さらに,ジャンどの海外貿易

相手であったジャワやパレンバンから米を輸
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表 5 ム シ 川 ル ー トの 商 品 流 通

胡轍,米,金,藤,綿花,プルチャ･ゴム,蝋,毛皮,薬 (dragon'sblood),タバコ,弾

性ゴム (gom-elasticorIndianrubber),樹脂 (white&blackdamar),砂糖,絹織物,

銅製品,塩干魚,陶器,ガンビア,木材,横榔子,象牙

+

パ
ダ
ン
高
地

パレンバン産の陶器,綿製品,木工,銅製品,加工食品

米,綿花,ココナツ,砂糖,インディゴ,コーヒー,胡被

綿糸および綿布 (インド,ヨーロッパ,ジャワ),鉄および銅製品,陶器 (中国),
舵 (中国),阿片,棉,米,堤 (ジャワ)

パ
レ
ン
バ
ン4

(注)海外輸出品目の中の陶器はパレンバン産のもの
Source:Anonymous[1842:13-14],Gravesande[1856:460-463],KoloniaalVerslaglI866:178],

Ve血 [ト2:47,198]

入 していた可能性 もある｡

5. ムシ川ルー トの商品流通

ムシ川ルー.トの海外貿易港 (パ レンバ ン)

は17世紀には胡板の産出港として知 られ,そ

の貿易利権をめぐってジョホール,オランダ

東インド会社などの諸勢力問でしば しば衝突

が惹き起こされた [Andaya 1975:】32]｡パ

レンバ ン王国のスルタンは内陸の住民に胡椒

の強制栽培を課 し,その生産物を独占的に輸

出していたのである｡ しかし,パ レンバンの

スルタンがその実権をオランダ植民地政庁に

よって剥奪されてしまった1825年以降,胡椴

の強制栽培は自動的に消滅 し,胡板生産は激

減した [KoloniaalVerSlag1861:177]｡19世

紀中葉以後におけるパレンバ ンの主要な輸出

農産物は米と綿花であった｡1860年代の後半

に,オランダ植民地政庁はムシ川流域の米作

を拡大するために大規模な濯潤三工事を推進し

た｡ 例えば1865年にはルマタン ･イ リール川

上流のラ- ット地区だけでも12本の用水路が

建設され [KoloniaalVe"lagI865:211], こ

れによって推定2,000バウ (約1,400ヘクター

ル)の潅既水田が出現 した [KoloniaalVerslag

I866:179]｡ムシ川流域の主要な綿の栽培地

はラワス地方 [Veth ト2:50-51]とオガン

川上流のパガガン地区 [Anonymous 1842:

3-4,18]であった｡内陸で生産された綿花は

舟でパ レンバ ンに運ばれ,そこから海外-棉

出されるか,パレンバ ンの綿産業の原料とし

て用いられた｡内陸で生産された綿花がパ レ

ンバ ンに送 られ,綿製品として再び内陸に売

られる,という経済循環は木材と木工製品と

の関係についても同様である｡ これ らの例か

らも分かるように,パ レンバ ンは単に河川流

域の生産物を海外に輸出し,海外からの輸入

品を内陸にもたらす中継地および 消 費 地 で

あっただけでな く,多種多様な加工業,製造

業 を擁する産業都市 でもあった｡ この点 は

他の4河川の河港都市 (シアク ･ス リ･イン

ドゥラプラ,パ ララワン,レンガット,ジャ

ンビ)とは異なっていた｡ ムシ川ルー トにお

けるパレンバ ンの位置,河港都市としての性

格を,都市内部の産業の実態や舟 (船)の寄

港状況などの面からもう少 し詳しくみてみよ

う ｡

表 6は1854年にオランダ政庁が行なったパ

レンバ ンにおける職業調査の結果である｡ こ

の統計は ｢ノヾ レンバン人｣ (恐 らくパ レンバ

ン在住のマレ一系種族の総称であろう)を対

633
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表 6 パレンバンにおける産業 (1854)*

職 種 t輩位蓑

マット作り

農 業

漁 業 -

海外貿易

内陸 (河川)交易

小売業 (衣類,負,etc.)

米 販 売

アタップ販売

造 船 業

大 工

金銀細工

鍛 冶 職

銅 細 工

武器製造

家具製造

錫 加 工

鞘 師

木材運搬

箱 造 り

象牙,角,木工

絹地および絹糸染色

紡 織

縫製および刺繍

織 布

れんが聴

き こ り

日雇い人夫

潜 水 夫

渡し舟業

舟 乗 り

家畜の飼育,ミルクの販売

煉瓦,タイル造り

池 搾 り

庭 師

染め物師

髭剃り師

パン製造

洗 濯 屋

イスラム教師 (guru)

コーラン写経,代書

魔術師 (dukun)

計 l6,481
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注 1)これは一家の主人だけで,その家族の働き

手は入っていない

2)Dukunは,まじない師,信仰療法家などを

行う人を指す

*1854年の人口統計は得られないが,1855年 1月 1

日時点でのパレンバンの総人口は41,843人,その

内訳はヨーロッパ人(102人),中国人 (2,504人),

アラブ人およびその他のアジア人 (1,672人),
≠パレンバン人〝(37,565人)であった｡なお ｢就

業単位数｣は資料のオランダ語 "Bedrijven"杏
仮訳したものである｡

Source:Gravesande[1856:451-452,456-457]

象にしたものと推測 されるが,資料にはこの

点の説明がない ｡ さらに,個 々の就業単位 に

実際何人従事 していたか も明 らかではない｡

家内工業における家族従事者を も含めると,

実際の労働人 口は就業単位数よりか な り多

かったと思われる｡ 以上の問題を念頭 に置い

て, ここでは表 6について次の 2点だけは指

摘 しておきたい ｡ 第 1は,内陸河川交易を営

む就業単位数が最 も多か ったことである｡ こ

れはパ レンバ ンの商業が い かに内陸 との河川

交易に深 く係わっていたかを如実 に物語 って

いる｡ 第 2は,多種 にわたる製造業や加工業

が存在 したことである｡農業 につ い て い え

ば,各就業単位の家族従事者を考慮に入れて

ち,全人口数 と比べて農業人口は極めて少な

かった ｡ 以上は,19世紀中葉のパ レンバ ンが

商工業都市であったことを示 している｡ パ レ

ンバ ンの製造業は原材料 と食糧をムシ川流域

諸地方か ら得て,製品を後者 に供給する, と

い う地域経済圏の構造に立脚 していたのであ

る｡そして,無数の小型舟による河川交通 こ

そがこの構造を円滑に機能せ しめた主要因の

一つであったことはいうまで もない ｡ 次 に,

パ レンバ ン港にどれほどの舟がどれほどの商

品を もた らしたかをみてみよう｡

1854年 にはムシ川の上流か ら計32,208娘パ

レンバ ンに到着 した ｡ この年 これ らの舟がど

れほど の荷 物 を 運んだ かは分か らないが,
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表 7 舟 (プラヴ)による河川運輸 (1855)

商 品 l 重 量

原 綿

安 息 香

ダマール

弾性ゴム

プルチャ･ゴム

タ
蟻

胡

精

粗

薬

砂

藤

板

米

米

(dragon'sblood)

金

33,697 ピクル 1)

2,344 〝

5,175 〝

4,057 〝

2,245 〝

1,014 〝

256 〝

167 〝

90,830 〝

32,383 〝

53 〝

309 タイル 2)

54,436 束

注 1)1ピクル-61.7キログラム
2)1タイル-54.09グラム

Source:Gravesande[1856:466-467]

1855年 についてはやや詳しい統計 が得 られ

る｡ 即ち,1855年には22,903娘の舟がムシ川

流域からパレンバ ンに到着し,表 了に示され

た品目と重量の商品を運んだ｡表 7の中で藤

の重量について正確な数値は分からないが,

大雑把な目安として,年間23,000舷 の 舟 が

ll,000トンの商品をパレンバンに運んだと考

えることができる｡ 従って 1日平均63舷の舟

が, 1捜あたり0.5トン弱の荷物を運んでい

たことになる｡ これらの数値は,小舟による

運搬とはいえ河川交易はかなり活発であった

ことを示している｡ 河川運輸は物資ばかりで

な く人をも運んだ｡1854年の調査では,同年

1年間に内陸からパ レンバンに舟で下 ってき

た人数は84,057人,逆にパ レンバ ンから内陸

に遡航 した人数は20,080人であった｡ これら

の数字から,ムシ川ルー トにおける商品およ

び人の交通運輸が非常に活発であったことは

十分うかがい知ることができる [Gravesande

1856:461]｡26)

最後に,パ レンバ ン港における海外貿易の

実態をみてみよう｡ 上に述べた1854年には総

数546鯉がパレンバン港を出港 し,547肢が入

港 したことは分かっているが,これ らの船の

大きさ,実際に船積み,あるいは荷揚げされ

た重量については分からない｡そこで,輸出

入の金額とその相手国ないしは地域から,ム

シ川ルー トが海外貿易を通 じて外部世界とど

のように結びついていたかを概観することに

しよう｡表 8から明らかなようにパレンバ ン

港の海外貿易は輸出超過であった｡ 輸出先で

はジャワとマ ドゥラが最 も重要で,これら地

域への輸出額は全体の半分以上を占めた｡輸

出の細目は分からないが,バ ンカ島-の輸出

は錫鉱山で働 く労働者のための食糧が中心で

あったと思われる｡なお,バ ンカ島および中

国以外-の輸出は,再び他の地域-輸出され

たものと思われるが,この問題は将来の課題

としてお く｡ 次に輸入についてみると,最大

の柏手地域は ｢ヨーロッパおよびアメリカ｣

で,ここからの輸入金額は全体の47%を占め

ていた｡ この各国別内訳は分からないが,当

時パ レンバンに寄書巷したヨーロッパおよびア

メリカからの船のほとんどはオランダ船であ

った [ibid･:454] ことから判断すると,｢ヨ
ーロッパおよびアメ リカ｣からの輸入の主要

部分はオランダであったと思われる｡これと

｢蘭領印度｣からの輸入 (全体 の37%)を合

わせると,パ レンバ ンにおける輸入の半分以

上はオランダの手中にあったといえよう｡

ⅠⅤ 河川交易の商業構造と商人

スマ トラ申 ･南部における河川交通と商品

流通 についてはⅡとⅡでみたご と くであっ

26)パレンバンへ下ってきた人数に比べてパレン
バンから遡航 した人数は少な過ぎるが,筆者
は,前者を内陸在住者でパレンバンへ下った
人数,後者をノヾレンバン在住者で上流地域へ

遡航した人数と解釈した｡なお下航者の中に
パレンバンからさらに他地域-移動 した人々
もあった可能性はある｡
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表8 パ レ ンバ ン港 の 海 外 貿 易 (1854)
(∫.-ギルダー)

輸出相手国 (地域) t金額 (f.) I 輸入相手国 (地域) l金額 (f.)

計 I937,137 1 計 t 866,784

1) ここで ｢蘭領印度｣とはジャワ･マドゥラを除く
2) ここで ｢蘭領印度｣とはジャワ･マドゥラを含む
Source:Gravesande[1856:463]

た｡最後に,河川と陸路とが交鎗する広義の

河川ルー トを経由して商品がいかなる商業構

造の中で取 り引きされていたのか,という問

題を,内陸の河川沿いに位置 した交易中心地

と商人の活動状況の 2点に焦点をあてて検討

してみよう｡

1. パ ンカランについて

スマ トラ申 ･南部における交易は内陸 (坐

産 ･消費地)と河口近 くの海外貿易港 と直接

に行われたわけではなかった｡ 輸 出 を 例 に

とって考えてみると,内陸の輸出産物はまず

近隣の集荷地に運ばれたのであるが,これ ら

近隣の集荷地は通常河川交通が利用できる河

川沿いに位置 していた｡ スマ トラ中 ･南部で

は本稿の図 1,4-1,4-2,5,6,7などにもみ

られるように,これ ら集荷地にはしば しばパ

ンカラン (pangkalan)という地名が付 せ ら

れていた｡また本稿の図に示されたもの以外

にもスマ トラ中 ･南部の河川沿いにはパ ンカ

ランのつ く地名が多数ある｡スマ トラ中 ･南

吾郎こみ られる ｢パ ンカラン｣を暫定的に定規

すると,それは,狭義には ｢河川沿いに発達

した地方集散地｣(LocalTradeCentre) あ

るいは ｢中継交易地 ｣(TransitTradeCentre)

であるということができる｡ この意味での′ヾ

ンカランはスマ トラ中 ･南部の河川交易と,

636

それを媒介とした国際貿易を考えるうえで欠

くことのできない重要な役割を果 た して い

た｡現在これ らパ ンカランの生成過程を記述

資料によって再構成することはできないが,

語源からこれを推測することは可能である｡

現 代 インドネシア語 で は,pangkalan は

｢船や小舟が鍔を降ろす場所｣即 ち港, ｢河

港｣,｢集荷地｣を意味する[Poerwadarminta
1966(刀):28]｡ これ らの語義か ら判断する

と｢パンカラン｣という語は元来河Jllの舟着き

場および集荷地を意味していたが,のちに港

一般の意味でも用いられるようになったもの

と解釈できる｡ いわゆるマレー語の ｢パ ンカ

ラン｣ もほぼ同様で,｢上陸場所｣,｢桟橋｣,
｢陸揚げ場所｣を意味する [Wilkinson 1959:

878]｡これ らの語義は19世紀初頭のスマ トラ

中 ･南部におけるパ ンカランの意味内容と同

じである [Muller 1837:26]｡

ところで筆者は,パンカランの起源を探る

には ミナンカバウ語の語源を検討することが

最 も有効であると考える｡ というのも,スマ

トラ申 ･南部のパンカランに居住するのはほ

とんど ミナンカバウ人であり,パ ンカランと

はそもそもパダン高地の ミナンカバウ人が東

海岸方面 との交易をする,いわば前進基地 と

して設けたものであると考えているか らであ
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る｡27) ミナンカバウ語の ｢パンカラン｣は,

語源的には ｢Jtlの水浴場｣,｢川の洗濯場｣を
指していた [Toorn 1891:254]｡ 恐らくパ

ンカランとは元来,水浴,洗濯その他の作業

ができるよう石や木で川岸に土台を築いた場

所を指していたのであろう｡ そのような場所

がやがて舟着き場ともなり,パンカランとい

う語が河川の舟着き場,さらには舟着き場を

もつ交易中心地という意味でも用いられるよ

うになっていたのであろう｡ 以上の変化がい

つごろから生じたのかは明らかではない｡し

かし17世紀にオランダ人がスマ トラ東海岸諸

港との交易を始めたころ既に河川交易は活発

に行われていたことから判断すると,交易中

心地,内陸における集散地としてのパンカラ

ンは17世紀よりもかなり以前から成立してい

たものと思われる｡ 次に,19世紀のパンカラ

ンがいかなる社会であったかを,代表的な

パンカランであったパンカラン･コタ ･パル

(図 1の2)を例にとって素描しておこう｡

パンカラン･コタ ･パルは既に述べたよう

にカンパル川上流の商業中心地で,西はパヤ

クンブを経てパダン高地と連絡し,東はパラ

ラワンあるいはシアク ･スリ･インドゥラプ

ラを経てマラッカ海峡における国 際 貿 易 の

ネット･ワークに組み込まれていたoまたこ

の商業中心地は内陸の集荷地として近隣の輸

出産物が集まる場所でもあった｡パンカラン

･コタ ･パルは一つのナガリ(nagari-村落)

で,1875年の統計によればこのナガリの人口

は1,297人 (成人男子225人,成人女子330人)

27)ミナンカバウ人の東海岸地方-の移住につい
ては多数の文献がある｡さしあたり,ムシ川
上流のラワス地方への移住 [VethI-2:75],
インドゥラギリ川上流のコト･パンカランへ
の移住 [Couvreur1932:517-520],リムン,
パンカラン (ムシ川上流)への移住 [VethI
-2:80],パララワンとシアク･スリ･インド
ゥラプラ近くのパンカラン･ブアンタンへの
移住 [LH.1889:141]などの例を参照され
たい｡

であった [Holle 1877:Bijlage]｡28) このナ

ガリに属する舟はオランダ人の統計では当時

150舷を数えていたから [ibid.:405-407],実

に成人男子の約ふたりにひとりが舟を所有 し

ていたことになる｡ この事実だけをみても,

パンカラン ･コタ ･パルがいかに活発に河川

交易を行なっていたかが分かる｡ 中継地 と

してのパンカラン･コタ ･パルはここを通過

する物資に関税を課しており,その収入は年

間約4,600ギルダ-ほどであった [Veth III

-トlI.193-194]｡ただし,米と塩については

この地区の住民の必需品でもあり関税は免除

されていた [Buys 1886:342;Holle 1877

:378-379]｡

パンカラン ･コタ ･パルの成人男子の多く

は商人であり,機会を求めて他の地域-移住

することを厭わなかった｡人口のところで示

したように成人男子の数が成人女子の数に比

べて著しく少なかったのは,かかる旺盛な

商業活動のありさまを如実 に反映 している

[Buys 1886:342]｡活発な商業活動 はこの

地に富裕な商人層を生み出した｡ これら商人

たちは熱心なイスラム教徒でもあり,成人男

子 225人のうち70人 (全て商人)がメッカへ

の巡礼を果たしていた｡同じ時期に近隣のナ

ガリでは l村にせいぜいふたりか 3人の-ジ

(haji)しかいなかったこと [Holle 1877:

382]を考えると,ノヾ ンカラン･コタ ･パルに

はいかに多 くの富裕で熱心なイスラム商人が

いたかが分かる｡ このナガリの住民の祖先は

パダン高地からの移住者で,19世紀において

もナガリ,スク (suku-氏 族), プ ン フル

(penghulu-氏族長),母系制 などミナンカ

バウ人の社会制度を維持していた｡ ただし,

イスラム教の強い影響もあって,相続やその

他の社会領域ではパダン高地に比べて父系制

28) ｢成人｣の定義は明記されていないが,オラ
ンダの資料では通常14歳以上を指す｡
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-の傾斜がみられた｡29)

以上の簡単な記述からも分かるように,パ

ンカラン ･コタ ･パルは集荷地として,また

中継地として極めて活発な商業中心地であっ

た｡そこには富裕な商人たちが多数の舟を所

有 して商業活動を行なっていたのである｡ こ

の商業中心地は,その富を狙う周囲の村落と

断えず抗争を繰 り返 していたが [Buys 1886

:346],これに対処するために,あるいは略

奪か ら身を守るために,住民は自ら銃火器に

よって武装をしていた｡1870年代にはこのナ

ガ リには60挺以上の銃があった [Holle 1877

:38ト382]｡本稿Ⅲで河川を経由してスマ ト

ラに輸入された品目の中に銃と火薬が含まれ

ていたことを述べたが,これはパンカラン ･

コタ ･パルの場合と同様,商人や商業中心地

が武装 して外敵に対 して自衛する必要があっ

たことを示唆している｡ パンカランは自衛力

を備えた内陸の商業中心地であったようであ

る｡

2. 商人について

河川交易に関与 している商人たちには,パ

ダン高地から河川流域の商業中心地-やって

来る者,河川流域の商業中心地で活動 してい

る者,河口近 くの海外貿易港から内陸にやっ

て来る者の三つのタイプの商人がいた｡ ミナ

ンカバウ商人たちが内陸の商業中心地にやっ

て来た動機には,河川を経由した海外からの

輸入品の入手のほかに金の入手があった｡ と

りわけバタン ･- リ川支流やムシ川上流域に

はかかる ミナンカバウ金商人 が多数 おり,

中 には長期間滞在 している商人 たちもいた

[Bor 1906:ト3;Veth ト2:80,17ト175,

183-184]｡金商人以外の ミナンカバウ商人は,

29)ミナンカバウ人の慣習法では父親の遺産

(hartapencarian)は原則として姉妹の子供
(kemanakan)によって相続されたが,ここ
では実子と姉妹の子供は同等の権利をもって
いた [Holle1877:380]｡
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通常河川沿いの集散地 (広義のパ ンカランと

みなすことができる)を巡回した｡スマ トラ

中 ･南部の各集散地は,それぞれ異なった日

(週に 1度特定の曜 日)に市を開いてい た の

で,これ ら商人たちは曜日ごとに場所を変え

て巡回していたわけである [Grijzen 1908:

80]｡ただし,大きな集散地では常設の 店 が

あったので,そこでは常時取 り引きが行われ

ていた｡ ミナンカバウ商人は高地からの綿織

物,莱, その他の商品を運び,帰途 に海外

から0)輸入 品を持ち帰る,往復 の取 り引き

(doubletransaction)を行うのが普通であっ

た [Buys 1886:326;Veth ト2:125].

パダン高地の ミナンカバウ商人が河川流域

の集散地で取 り引きする際,市をめぐってそ

のつど取 り引きをする場合 も多かったが,覗

地の商人たちとの問に何 らかの取 り引き関係

網を形成 し,それを通じて取 り引きすること

もあった [Ijzermanetal.1895:80-81]｡さ

らに大商人が直接現地に行 くのではな く,代

理人 (ェ-ジェント)を派遣する場合 もあっ

た [ibid･:81-82]｡ しかし,私見の限り商人
たちの間には概 して整備された取 り引き組織

や信用関係は形成されていなかったようであ

る｡

河川流域の在地商人たちは商業中心地を拠

点にしていた｡これ ら商人たちはしば しば自

ら舟を所有 し,輸出産物を買い集めたり,輸

入品を販売 していたが,彼 らもパダン高地の

ミナンカバウ商人同様に往復の取 り引きをし

ていた [Gramberg 1864:520;Veth ト1:

212-213]｡河川流域の商業中心地を拠点とす

る商人は近隣の地域を移動するだけでな く,

時にはかなり遠隔地まで出かけて商業活動を

していた｡例えばインドゥラギ リ川中流のク

アンタン地方の商人は陸路と河川交通を利用

してカンパル川の中継地タラタック ･ブルを

経由し,そこからさらにパカン ･パル,シン

ガポールまで外国製品の購入のために移動す
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ることも珍しくなかった｡彼 らは途中で手持

ちの商品を金に替え,シンガポールでは金で

取 り引きをした [LH. 1889:135-136]｡ま

た,河川流域の商人たちがパダン高地の主要

な商業中心地や西海岸のパダンまで出かける

こともあった｡このような場合,商人たちは

単独で行動 したのではな く,経験を積んだ リ

ーダー (tuogal阜)の統率のもとに集団を組
んで行動 したようである｡ この リーダーは取

り引きの際に仲介者として働き,報酬として

引率 した商人から仲介料を受けとった｡ クア

ンタンやバタン- リ地方の商人は,このよう

な方法で家畜や森林産物を西スマ トラ-売却

したのである [Veth IIL1-1:362].｡集団を

組んで商業活動を行なったのは,河川流域の

商人たちが西スマ トラ地方に行 く場合を除い

てみあたらない｡ なぜこのような方法をとっ

たのかは分からないが,河川流域の商人たち

は不慣れな土地-踏み込む不安を軽減 し,覗

地の商業事情に精通 していないために編され

ることを避けようとしていたのではないだろ

うか｡

河口近 くの海外貿易港は内外の物質が集ま

る場所であり, 海外貿易を行 う商 人 (ヨー

ロッパ人,中国人,アラブ人,インド人,覗

地商人)が直接内陸の河川交易に携わる必要

はなかった｡外海貿易港 も内陸のパ ンカラン

と同様,中継地であり集散地であったが,後者

は自ら商品の買いつけや販売を行なっていた

点で前者とは異なった機能を果たしていた｡

このような事情のために海外貿易港の商人が

内陸河川交易に直接係わった事例はあまり多

くない｡ 筆者が確認し得た限りでは,パ レン

バンのかなり多 くの商人が輸入商品を舟に積

んで内陸を訪れ,村か ら村を巡回しなが ら内

陸の米,森林産物などと交換 していた [Gra-

vesande 1856:460-461]｡ この事例 は,パ

レンバ ンが海外貿易港であると同時に内陸の

パンカランと同じ機能をも果たしていたもの

と解釈できよう｡

以上本節でみたごとく河川交易は,パ ンカ

ランに代表される流域の集散地を中心に展開

された地域経済の総合として把握 し得る｡ 商

人の活動 もまた,これら集散地を拠点にして

行われた｡河川は特定個人の占有 物 で は な

く,万人の通路であるという観念 [Vethト2

:161]が住民の問に浸透 しており,流 域 の

商業中心地は積極的に河川交易を保護 し,奨

励していた｡ クアンタン地方において,各村

落が外部商人と商品を盗賊から守るための村

役人 (penghuludagan)を置いていたことな

ど,その良い例であろう [IjzermangfαJ.

1895:94-95]｡

結 論

本稿で検討したように,スマ トラ中 ･南部

の河川交易は一般に考えられているよりもは

るかに活発であった｡ 河川交易の研究は,東

南アジア世界内部の貿易関係や東南アジアと

外部との貿易関係とを理解する一つのステッ

プとして避けることのできない課題である｡

なぜなら,本稿でみたように,スマ トラ中 ･

南部からの輸出品は大部分河川ルー トを経由

して 最終的 な 海外貿易港 -運ばれたのであ

り,輸入品もまた河川ルー トによって内陸の

消費地-運ばれたからである｡ スマ トラ東海

岸地方の場合,沿岸部はほとんど生産や屈イ主

に通さない湿地 その他の地理的条件下 にあ

り,従って消費と生産の中心は河川流域とそ

の背後に広がる西スマ トラ地方であった｡こ

こに河川交通の不可欠性が存するのである｡

とりわけスマ トラ中 ･南部の内陸は深い熱帯

雨林に覆われ,一度に多量の荷 物を運ぶには

河川交通が唯一の手段であったといって も過

言ではない｡

スマ トラ｢P･南部の河川ルー トは,その性
格によって二つのタイプに分けることができ
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るO -つはシアク,カンパル,インドゥラギ

リ,バタン ･- リの4河川ルー トで,これらは

基本的には米の供給地と輸入商品の売却先と

して西スマ トラ地方,特にノヾダン高地に依存

していた｡ 二つはムシ川ルー トで,米の供給

も輸入商品の売却も全て流域内部で行われて

いた｡ かかる相違が生じたのは,ムシ川の流

域には米作を行うことのできる地理的条件に

恵まれた地方があったこと,ムシ川ルー トは

西スマ トラ地方のように人口の多い後背地を

もたなかったこと,の二つが主要因であった｡

河川ルー トは多数の中継地をその河川沿い

にもっていたが,これらの中継地 (河川沿い

の港)はその機能から分けると二つに分ける

ことができる｡ 一つはパンカランに代表され

る中継地で,これは内陸の輸出産物を積極的

に集め,海外からの輸入商品を流域および西

スマ トラ地方-送る機能を果たしていた｡他

は河口近 くの海外貿易港で,シアク川沿いの

シアク ･スリ･インドゥラプラ,カンパル川
沿いのパ ララワン,インドゥラギ リ川のレン

ガット,バタン ･- リ川のジャンビ,ムシ川

のパレンバンの各河港都市がこれ に相 当 す

る｡ これらの海外貿易港は通常,輸出入品が

通過する,いわば窓口的存在であり,パ ンカ

ランの商人のように自ら内陸-入って輸出品

を集荷 し,輸入品を販売するような活動はし

ない｡ ただし,パレンバンは海外貿易港とパ

ンカランの機能を同時に果たしていたといえ

よう｡そして,上記の差を除いて中継地の機

能だけを考えるならば,全ての河川ルー ト沿

いの河港をパ ンカランとみなしてさしつかえ

ない｡

本稿は不十分ではあるがスマ トラ中 ･南部

の河川ルー トについて概観 し得たと思う｡ し

かし,次の 2点は本稿で十分に扱えなかった

ので別の機会にゆずりたい｡その第 1は,河

口に運ばれた物資が誰によってどこ-輸出さ

れたのか,という点である｡ 本稿でもこれに
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ついて若干は触れているが,マラッカ海峡を

中心とした貿易網の中でスマ トラの河川交易

をさらに詳しく検討する必要がある｡第 2は,

河川交易に対して誰がいかなるコントロール

をしていたか,という問題である｡ 本稿では

河川ルー トの要所で課せ られた関税について

は多少触れたが,その他の側面についてはほ

とんど触れなかった｡これについては河川ル

ー トの問題を離れて,スマ トラ中 ･南部の政

治権力とその領域支配という別な観点から検

討する必要があると思われるので,将来別の

機会に詳しく論じたいと思う｡

なお,オランダ勢力は19世紀の後半に,支

配下に置いた在地権力から貿易独占権や関税

徴収権を徐々に奪い,河川交易に対する干渉

を強めていった｡ ただしオランダの狙いは河

川交易を抑圧することではなく,それを刺激

して利益の拡大を図ることに あった の で あ

る｡ この問題 も,オランダの進出と在地権力

の衰退という観点から将来別稿で論じたいと

思う｡
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